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巻頭言

会長　佐藤三四二
本来なら３月中に発行されなければならない本通信がこのように遅れてしまったことについてまずお詫び申し上げます。
桜の花ももはや終わりを告げ、いよいよ春本番を迎えようとしています。県視協活動も新年度に向けて動き出しています。
本通信では、平成２５年度の事業計画と予算書を同封することのため発行が遅れてしまったという事情もあることをご理解ください。
新しい法人定款にありますように事業計画と予算につきましては、理事会の承認のみで決定することになっているためです。
６月に開催します定時総会では、２４年度の事業報告と決算報告並びに新役員の選出が主要議題になりますが、併せて事業計画と予算につきましても改めて説明させていただくつもりです。
さて、その新役員の選出ですが、これも新しい定款の規定により、理事の選任は、定時総会において８名から１４名の理事を一人一人採決していずれも出席者の過半数の賛成を得ることが必要となります。
去る３月の理事会において役員の選出規定が定められましたのでこれに沿って４月の下旬には新しい理事の立候補を受け付けることになりま[image: image3.png]r 7T T T T T T 'T
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す。
会員の皆さんには、改めて立候補受付の文書を配信いたしますのでご承知置きください。
次に静岡県点字図書館と視覚障害支援センターの運営受託の問題につきましても各ブロックにおいて説明会を行うと共に県身体障害者福祉会と静岡県に対しましてもその意向を伝えているところです。今後とも広く会員に理解を深めていただきながら当事者団体はもとより広く一般県民にも理解を得るための活動を広げていかなければならないと考えていますので、是非ご協力とご支援をお願い致します。
終わりに本通信の発行が大変遅くなってしまったことにつきまして重ねてお詫びを申し上げ、巻頭の挨拶とさせていただきます。
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ＳＴＴへの思い
　　島田支部　杉浦彰
　公益社団法人静岡県視覚障害者協会の皆様こんにちは。
サウンドテーブルテニス（ＳＴＴと書かせていただきます）担当の杉浦です。このＳＴＴに関しましては、これまでにも何度か投稿させていただきました。ＳＴＴのルールは多くの方がご存知だと思いますが、基本的には、高速でネットの下を通して戦う競技だといえます。
「ＳＴＴ」以前は「盲人卓球」と言われていましたが、現在使われているような音の出る球は、約５０年ほど前に発明されました。ルールは、地方により、また、時期により、改正されていきましたが、基本的なルールは、先に述べた通りです。ＳＴＴ競技もフロアバレーやテニス同様、サーブから試合は始まり、レシーブそして、ラリーと続いていきます。全国クラスのサーブの速さは、１００キロメートル以上と言われています。１２０キロメートルという、計測値を記録した人もあるそうです。この速さで２７４センチメートルの台の上で打ち合うのですから、０．１秒以下で相手のところまで届いてしまうということになります。
私自身、競技卓球に初めて接した時は、こんなに速く打てるものかなと[image: image5.png]


恐れをなしたものでした。その卓球大会には、山梨県の友達が誘ってくれたのですが、それから数年間というもの、１勝もできませんでした。サーブミスで、連続７点を失ったこともありました。いい加減腐ったのは事実ですが、そのたびに友達にアドバイスを請い、また、親切に教えてくれました。全国クラスの大会は普通、二日間で行なわれます。
ですから、１０年近くは2日目は人のやるのを見ているだけでした。今思えば、あまりに練習時間が少なかったのだと思います。何年前かは忘れましたが、愛知県のある市で行なわれる練習会に参加させていただけるようになりました。それにしても、月に１回がやっとです。山梨での練習会でも愛知県の練習会でも、なかなか勝てるようにはなれませんでした。
そして、２００１年に、静岡国体を目的として、クラブ形式のものが作られました。それから早１２年、会員の増加とレベルアップに努めてまいりました。大会への参加というとなかなか事情が許さない方もおりますが、会員は３０名以上となり、県外の大会でも上位入賞者が増えてまいりました。会員それぞれの努力の結果だと思います。
２００７年度からは、その年の全国障害者スポーツ大会への参加者の推薦を県のスポーツ協会から委託されるようになりました。でもまだ、
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全国視覚障害者卓球連盟主催の大会での優勝者は出ておりません。重くて大きなメダルがもらえます。それの獲得も一つの目的になるのではないでしょうか。県内の大会も年に４回あります。一方、大会参加でなく、楽しみを目的とするのも良いのではないでしょうか。
ＳＴＴクラブとしては、東部地区、中部地区、西部地区に分けてそれぞれが担当して年３回のＳＴＴ教室と、毎月数回の練習会を行なっています。いざ始めてみると、なかなか奥が深いことがお判りになると思います。壁を感ずることもあるかと思います。それを乗り切ったとき新たな喜びを感じられるのではないでしょうか。視覚障害者にとって、敏捷性は欠くべからざるものではないかと思います。球の来る方向を読むという、緊張と集中で、生活を向上させるための一助としませんか。そして楽しみましょう。
お問い合わせは、県視協の事務局　０５４－２５１－８０９０までお願いいたします。
快い緊張と集中を味わってみませんか。申し込みをお待ちしております。
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やや復活
焼津支部　　梅原まお
みなさん、こんにちは。
今年度誕生したばかりの焼津支部の梅原まおです。
本当は「まお」なんて名前ではないんですけど、いつのまにか静岡盲界で「まお」なんて名乗っていたらみなさんに「まおさん」と呼んでいただくようになっておりました。
なので、梅原まおで売り出そうかと思っています。
売れそうにありませんけれどね。よろしくお願いいたします。
私は東京オリンピックの年に焼津市に生まれました。
小学校・中学校は焼津ののんびりした環境で、毎日外で遊んでばかりいました。高校は静岡の街の中。なかなか刺激的な帰り道。
しかし、ソフトボール部に所属し、キャプテンなんかやっていましたから硬派も硬派で、浮いた話も聞かれないまま卒業し、熱海の呉竹鍼灸専門学校に進みました。
私の母は、洋裁の仕事をしておりましたので、いつも肩を揉まされていました。
毎度のことですから凝り具合から気持ち良さ具合まで、いつの間にやら[image: image8.png]


わかるようになっていたのですね。
中学生の頃、人に喜ばれる仕事をしたいと思うようになり、呉竹に進むことを決めたのですが、この時まだ自分の眼が網膜色素変性症だなんて知らなかったのですから、神様もなかなかやりますねーって思いませんか？
呉竹の友達に、日蓮宗の寺に通い、お坊さんの話を聴きに行っている人がいました。ちなみに男性です。その人とはなんだか話が合っていましたので、わたしも通うようになり、とうとう学校を卒業した春には、お坊さんになってしまっていたりして。
もちろん、ツルツル頭の剃髪した姿、まるで中学生みたいでしたけど。しかし、その寺の厳しいこと厳しいこと。あの寺の弟子はどこに出てもやっていけるという評判が立つくらいの寺ですから、女も男もなくあらゆる坊主の行儀作法からお経、まき割、草刈り、法要作法テント張り、掃除全般、などなど仕込まれたのなんのって、それはすごかったです。
２３歳の４月、こんな山寺で修業なんてしていても人の役にたたないなーと思い、寺を出ることを決断したのでした。師匠からはいろいろ言われましたが私って頑固なんですねー。振り切りました。
だから、寺で受けた恩を世の中に返さなくちゃいけないという、私には[image: image9.png]


足かせのようなものがあるんですよね。
嫌ではないんですよ。勝手に使命だと思い込んでいますけど。
焼津に戻った私は、接骨院に就職し、自分で出張マッサージの仕事もしていました。結婚し長男が生まれた後から、何か変だぞ！眼が。と気づき病院へ行ってビックリ。網膜色素変性症と診断され、、１０年後にはかなり見えにくくなっているでしょうねとも言われ、絶望の淵へと落ちていく自分。
将来のこと、家族のこと、孫の顔も見ることができないのかなんて深刻に悩みました。
死んでしまおうかななんて、考えたこともありました。でも、私には使命があるのでした。なんかかっこいいでしょ？で、死ぬのはやめました。
生きることに決めたのはよいのですが、だんだん視力は落ちてくる。
周りの人からは何もできない人のように扱われ、自尊心は傷ついていきました。ただ見えないだけなのに。その時始めて差別されたこと、自分が差別してきたことに気づいたのでした。
今、私の周りには、見えない素敵な仲間がいっぱいです。
透明人間ではありませんよ。ふふふ。
見える人との感覚的な壁を感じる今日このごろ。
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見えていた私が見えなくなった意義。使命をもった私が見えなくなったのですから、わたしにはやるべきことがあるんじゃないかなと勝手に考えています。
中途視覚障害になった私もずいぶんお世話になった視覚障害支援センター。この機能は絶対に無くして欲しくないのです。
相談に乗っていただき、情報のとり方や管理の仕方、様々な盲人スキルを教えていただくことができたので、今の私、梅原まおがいるのです。
将来に何の不安も抱かず生きていられるってことは、あの「死」を考えていた頃からすれば、全く天国と地獄ほどの違いだと私には思えてなりません。
県内にはたくさんの地獄を味わっている視覚障害者がいるのではないかと思います。すべての見えない・見えにくい人の拠り所になるような施設、ここに相談すればどうにかなるというような施設、誰でも気軽に立ち寄れる施設を私たち当事者の頭で考え、運営していくこと。私たちの望む施設はそうして生まれるのだと思います。
これからたくさんの難関が待っているでしょう。みんなで考えて進む。学習して進む。あきらめないで進む。力をあわせて自分たちの望む施設を勝ち取りましょう。
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え？少しやりすぎですか？いえいえ、声を出さなくちゃ誰にも理解されませんからね、梅原まおは声をだしていきますぞ。
事務局からのお知らせ
巻頭のところでも書きましたように本通信には、平成２５年度の事業計画と予算書を同封いたしますので、ご参照ください。
本来なら公益インフォメーションに電子申請した収支予算書を送付すべきかとは思いましたが、今回はとりあえず例年使用してきたものを送付させていただきましたことをご了承ください。
メール配信者で点字または墨字の印刷文をご希望の方は、事務局までご連絡ください。
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編集後記
長かった、そして厳しかった冬の寒さがやっと終わりました。桜前線も駆け抜けて行きましたね。
本号に原稿をお寄せくださった皆様、ありがとうございました。愛するＳＴＴへの思いや望む施設設立への熱い思いが伝わってきました。
読者の皆様、是非このように、何かに対する厚い思いを、この県視協通信を通じて仲間に伝えてください。何かの実現に向かって、心ひとつにする意義ある媒体として、県視協通信を皆様にご利用いただきたいと思います。
この季節、若葉のイメージは希望に通じますね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤定善
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